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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　圃場の環境測定を行う環境計測部と、インターフェイス部を介してそれらの計測結果を
検出して読込むマイクロコンピュータからなる中央制御部と、その計測結果を記録する記
憶部と、Ｗｅｂサーバ部と、無線ＬＡＮ送受信部と、太陽電池または商用電源入力端子部
とを少なくとも備えたフィールドサーバにおいて、
　圃場に設けられ、その圃場に発生した害虫を高圧が印加された電極間に誘引して、その
電極間隙に侵入した害虫による放電スパークで殺虫させる電撃殺虫器と、
　該電撃殺虫器の近傍に配設され、前記放電スパークにより輻射される電磁場を検出する
電磁場検出コイルと、
　該電磁場検出コイルのリード線が接続され、電磁場検出コイルに励起された高周波電圧
を増幅し、デジタル信号に変換してノイズを除去した計数パルスを生成し、フィールドサ
ーバのインターフェイス部に出力する交流信号変換回路部と、を備え、
　前記中央制御部は、前記計数パルスに変換された交流信号変換回路部の出力信号をイン
ターフェイス部を介して特定時刻から読込んで、予め定める所定時間間隔毎に、その所定
時間内の計数パルス回数を前記記憶部に記録する計数パルス回数記憶手段と、
　前記フィールドサーバのＷｅｂサーバ部を介して管理コンピュータから計数パルス送信
依頼のコマンドを受信すれば、そのコマンドに従って、前記記憶部に記憶された計数パル
スの累積値とその開始・終了時刻とを送信する計数パルスデータ送信手段と、
　計数パルスクリアのコマンドを管理コンピュータから受信すれば、そのコマンドに従っ
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て前記記憶部に記憶された計数パルスの累積値をゼロにすると共に、新たな累積開始時刻
を前記記憶部に記録する計数パルスクリア手段と、を少なくとも備えることを特徴とする
フィールドサーバを利用した電撃パルス計測システム。
【請求項２】
　前記中央制御部は、交流信号変換回路部又は前記計数パルス回数記憶手段のパラメータ
を更新させるパラメータ変更コマンドを管理コンピュータから受信すれば、そのコマンド
に従って、パルスのノイズ除去条件、回数累積時間間隔などの条件を変更する計数パラメ
ータ変更手段を備えることを特徴とする請求項１記載のフィールドサーバを利用した電撃
パルス計測システム。
【請求項３】
　前記電撃殺虫器は、その圃場に発生した特定の昆虫を誘引するフェロモンまたは蚊等の
特定昆虫を誘引する二酸化炭素等誘引ガスの放散、或いは特定波長の光やその点滅、また
は超音波等の音を発する昆虫誘引部を備え、特定の昆虫の個体補足数をカウントすること
を特徴とする請求項１記載のフィールドサーバを利用した電撃パルス計測システム。
【請求項４】
　前記電撃殺虫器は、誘引したい昆虫が通過できる最小サイズの開口部を備え、降雨に対
して防滴性を有する筐体内に、昆虫誘引部と、高圧が印加される電極と、電極間の放電ス
パークにより輻射される電磁場を検出する電磁場検出コイルを備え、
　誘引を目的とする昆虫以外の昆虫の侵入を阻害するカウンタモジュールとして構成され
ていることを特徴とする請求項１記載のフィールドサーバを利用した電撃パルス計測シス
テム。
【請求項５】
　前記カウンタモジュールは、フィールドサーバに内蔵されたファン、またはカウンタモ
ジュールに付設したファンによる気流を筐体内部に取り込み、モジュール内の昆虫誘引部
からフェロモンや誘引ガス等の分子を外部に積極的に放散して昆虫の誘引を促進し、
　さらに一時的にファンの気流速度を速めることによって、電源殺虫部において電撃によ
る焼き付きで電極表面にこびり付いた昆虫、あるいは昆虫誘引部及びカウンタモジュール
内部の底面内部に蓄積した昆虫の死骸や埃を排出し、
　さらに雨天時においては、外部からカウンタモジュール内部に雨が侵入することを阻止
して電撃殺虫部のショートを防止することを特徴とする請求項１記載のフィールドサーバ
を利用した電撃パルス計測システム。
【請求項６】
　前記カウンタモジュールを複数配置または集積して配置し、それぞれのカウンタモジュ
ールの昆虫誘引部に異なる種類のフェロモン、または二酸化炭素等のガス源、あるいは黄
色や緑色など特定波長の光源を複数配置し、複数種の昆虫の補足数を同時にカウントする
ことを特徴とする請求項４または５記載のフィールドサーバを利用した電撃パルス計測シ
ステム。
【請求項７】
前記フィールドサーバはシリアル通信ポートを１つ以上備え、インターフェイス部をＲＳ
－２３２Ｃ、１２Ｃまたはそれに類するシリアル通信方式とし、このシリアル通信ポート
に前記カウンタモジュールと、シリアル通信ポートを備えたＧＰＳ等の計測機器を並列接
続また接続切り替えスイッチによって接続し、フィールドサーバからコマンドを送信して
カウンタモジュールその他の接続機器を制御して応答させて、単一のフィールドサーバに
より電撃パルスのカウント数及び他の機器のデータを取得することを特徴とする請求項１
乃至６記載のフィールドサーバを利用した電撃パルス計測システム。
【請求項８】
　前記電撃パルス計測システムによるカウント数の計測値の精度を把握、補完または校正
するため、記電撃殺虫器の内部に前記フィールドサーバと通信する小型カメラを設置し、
電撃殺虫された昆虫が落下して溜まる底部または電極表面の昆虫を撮影することで殺虫さ
れた昆虫の種や個体数をモニタリングすることを特徴とする請求項１乃至７記載のフィー
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ルドサーバを利用した電撃パルス計測システム。
【請求項９】
　計測した昆虫の個体数と気温、湿度、日射量、二酸化炭素濃度、土壌水分、土壌温度、
風速などの環境条件を同時に計測し、それらの情報と昆虫を誘引する際に用いたフェロモ
ンの種類や光の波長、点滅周波数等の誘引条件情報をＷｅｂ上で地図、グラフまたは表を
用いて同時に表示し、インターネットを介して閲覧及び情報公開することを特徴とする請
求項１乃至８記載のフィールドサーバを利用した電撃パルス計測システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、圃場の病害虫発生予知のために、電撃殺虫器に捕捉された害虫の数を電撃殺
虫器の電撃パルスを検知して計数、記録する電撃パルス計測システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　病虫害防除や害虫発生予察等では、圃場において発生した害虫の個体数をリアルタイム
に計数することが望まれている。既存の害虫計数装置はサイズが大きく、高価であるため
，ユーザは研究機関や行政にとどまっており，生産者が圃場に設置するのは困難であった
。
【０００３】
　　昆虫を光で誘引し殺虫する装置としては電撃殺虫器があり、広く利用されている。電
撃殺虫器は低コストであり、故障した場合には本体ごと交換できる。しかし、殺虫した昆
虫の個体数をカウントし、カウント数を表示することはできない。
【０００４】
　特定の害虫だけを選択的に計数する方法として、フェロモンで特定の害虫のみを誘引し
、高電圧の電撃によるショックと機械的圧搾で害虫を殺虫しながら機械的または電気的に
計数する装置が特許文献１に提案され、製品として利用されている。（製品名：ムシダス
（株式会社エルムの登録商標））。
【０００５】
しかしながら、これは機構的に大がかりなものとなるため製造コストがかかる。また、計
数精度は高いものの、昆虫を確実に計数するための機構が複雑となり、高価であり、小型
化に適していない。また、インターネットを経由してデータを収集したり、公開すること
ができない。さらに、昆虫が内部に詰まった場合や故障の際のメインテナンスに手間を要
していた。また、計数したデータを遠隔地へ伝送するための方法として携帯電話を用いて
いるため月々の電話通話料がかかり、運用コストがかかる問題があった。
【０００６】
　　一方、通常の電撃殺虫器は安価であるが殺虫した昆虫の個体数を計数できない、また
、計数値をデータとして遠隔地へ伝送できない問題があった。
【０００７】
　市販の電撃殺虫器を分解して高電圧部分にケーブルを接続し高電圧電流を直接計測すれ
ば、電撃パルスを正確にカウントすることができるが、分解接続のコストに加えて計数回
路へのノイズ混入、利用者の感電危険性など多くの問題があった。
【０００８】
　さらに、従来の害虫カウントを行う装置では、カウント数が正しいかどうかを検証する
作業や校正には多大な人手を要し、しかも現地に赴いて長期間観測を行う必要があった。
とくに設置ポイント数が多い場合や遠隔地の場合には多大なコストがかかるという問題が
あった。
【０００９】
　また、害虫の発生や移動は気温、土壌水分、風など様々な環境条件の影響を大きく受け
ており、害虫の駆除や発生動態の解析や解明にはこれらのデータを多地点で同時に計測す
ることが不可欠であるが、従来は害虫のカウントあるいは環境の測定のみが単独で行われ
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ており、これを同時かつリアルタイムに行うことが困難であった。
【００１０】
【特許文献１】特開２０００－５０号公報（第２、３頁、第１図）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、害虫を誘引して殺虫する装置として通常市販されている安価な電撃殺虫器を
用い、圃場に設置されたフィールドサーバを介した電撃パルスの計測システムを提供する
ことを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　前記課題を解決するため、本発明のフィールドサーバを利用した電撃パルス計測システ
ムは、圃場の環境測定を行う環境計測部と、インターフェイス部を介してそれらの計測結
果を検出して読込むマイクロコンピュータからなる中央制御部と、その計測結果を記録す
る記憶部と、Ｗｅｂサーバ部と、無線ＬＡＮ送受信部と、太陽電池または商用電源入力端
子部とを少なくとも備えたフィールドサーバにおいて、
　圃場に設けられ、その圃場に発生した害虫を高圧が印加された電極間に誘引して、その
電極間隙に侵入した害虫による放電スパークで殺虫させる電撃殺虫器と、
　該電撃殺虫器の近傍に配設され、前記放電スパークにより輻射される電磁場を検出する
電磁場検出コイルと、
　該電磁場検出コイルのリード線が接続され、電磁場検出コイルに励起された高周波電圧
を増幅し、デジタル信号に変換してノイズを除去した計数パルスを生成し、フィールドサ
ーバのインターフェイス部に出力する交流信号変換回路部と、を備え、
　前記中央制御部は、前記計数パルスに変換された交流信号変換回路部の出力信号をイン
ターフェイス部を介して特定時刻から読込んで、予め定める所定時間間隔毎に、その所定
時間内の計数パルス回数を前記記憶部に記録する計数パルス回数記憶手段と、
　前記フィールドサーバのＷｅｂサーバ部を介して管理コンピュータから計数パルス送信
依頼のコマンドを受信すれば、そのコマンドに従って、前記記憶部に記憶された計数パル
スの累積値とその開始・終了時刻とを送信する計数パルスデータ送信手段と、
　計数パルスクリアのコマンドを管理コンピュータから受信すれば、そのコマンドに従っ
て前記記憶部に記憶された計数パルスの累積値をゼロにすると共に、新たな累積開始時刻
を前記記憶部に記録する計数パルスクリア手段と、を少なくとも備えることを特徴とする
。
【００１３】
　また、前記中央制御部は、交流信号変換回路部又は前記計数パルス回数記憶手段のパラ
メータを更新させるパラメータ変更コマンドを管理コンピュータから受信すれば、そのコ
マンドに従って、パルスのノイズ除去条件、回数累積時間間隔などの条件を変更する計数
パラメータ変更手段を備えることを特徴とする。
【００１４】
　また、前記電撃殺虫器は、その圃場に発生した特定の昆虫を誘引するフェロモンまたは
蚊等の特定昆虫を誘引する二酸化炭素等誘引ガスの放散、或いは特定波長の光やその点滅
、または超音波等の音を発する昆虫誘引部を備え、特定の昆虫の個体補足数をカウントす
ることを特徴とする
【００１５】
　また、前記電撃殺虫器は、誘引したい昆虫が通過できる最小サイズの開口部を備え、降
雨に対して防滴性を有する筐体内に、昆虫誘引部と、高圧が印加される電極と、電極間の
放電スパークにより輻射される電磁場を検出する電磁場検出コイルを備え、
　誘引を目的とする昆虫以外の昆虫の侵入を阻害するカウンタモジュールとして構成され
ていることを特徴とする。
【００１６】
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　また、前記カウンタモジュールは、フィールドサーバに内蔵されたファン、またはカウ
ンタモジュールに付設したファンによる気流を筐体内部に取り込み、モジュール内の昆虫
誘引部からフェロモンや誘引ガス等の分子を外部に積極的に放散して昆虫の誘引を促進し
、
　さらに一時的にファンの気流速度を速めることによって、電源殺虫部において電撃によ
る焼き付きで電極表面にこびり付いた昆虫、あるいは昆虫誘引部及びカウンタモジュール
内部の底面内部に蓄積した昆虫の死骸や埃を排出し、
　さらに雨天時においては、外部からカウンタモジュール内部に雨が侵入することを阻止
して電撃殺虫部のショートを防止することを特徴とする。
【００１７】
　また、前記カウンタモジュールを複数配置または集積して配置し、それぞれのカウンタ
モジュールの昆虫誘引部に異なる種類のフェロモン、または二酸化炭素等のガス源、ある
いは黄色や緑色など特定波長の光源を複数配置し、複数種の昆虫の補足数を同時にカウン
トすることを特徴とする。
【００１８】
　また、前記フィールドサーバはシリアル通信ポートを１つ以上備え、インターフェイス
部をＲＳ－２３２Ｃ、１２Ｃまたはそれに類するシリアル通信方式とし、このシリアル通
信ポートに前記カウンタモジュールと、シリアル通信ポートを備えたＧＰＳ等の計測機器
を並列接続また接続切り替えスイッチによって接続し、フィールドサーバからコマンドを
送信してカウンタモジュールその他の接続機器を制御して応答させて、単一のフィールド
サーバにより電撃パルスのカウント数及び他の機器のデータを取得することを特徴とする
。
【００１９】
　また、前記電撃パルス計測システムによるカウント数の計測値の精度を把握、補完また
は校正するため、記電撃殺虫器の内部に前記フィールドサーバと通信する小型カメラを設
置し、電撃殺虫された昆虫が落下して溜まる底部または電極表面の昆虫を撮影することで
殺虫された昆虫の種や個体数をモニタリングすることを特徴とする。
【００２０】
　また、計測した昆虫の個体数と気温、湿度、日射量、二酸化炭素濃度、土壌水分、土壌
温度、風速などの環境条件を同時に計測し、それらの情報と昆虫を誘引する際に用いたフ
ェロモンの種類や光の波長、点滅周波数等の誘引条件情報をＷｅｂ上で地図、グラフまた
は表を用いて同時に表示し、インターネットを介して閲覧及び情報公開することを特徴と
する。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明のシステムによれば、電撃殺虫器のスパークによる近傍電磁場をコイルで検出す
るため、電撃殺虫器の高電圧電流に直接接続するコストや危険がなく、容易且つ低コスト
で、確実に電撃パルスの計数を行うことができる。
【００２２】
　また、圃場に配設された電撃殺虫器の近傍に電磁場検出コイルと交流信号変換回路部を
設けることで容易に実現でき、さらに、フィールドサーバの無線ＬＡＮによるインターネ
ット接続機能を利用することにより、フィールドサーバに内蔵された各種のセンサによっ
て計測された気温、湿度、日射量、土壌水分等の環境情報をリアルタイムに遠隔地から収
集でき、それを時系列データとして遠隔地のストレージサーバに時系列データとして保存
すると、農場管理者或いは研究者からの照会に応じて提供することができるため、環境条
件と害虫発生との関係の解析や環境データに基づいた害虫発生の予測を科学的に行うこと
ができる。また、害虫が発生する恐れがない場合には、農薬散布作業などを行う必要がな
くなり、農業生産の低コスト化が図られる。
【００２３】
　本システムを一般家庭の庭や公園などに設置すると、蚊などの有害昆虫の生息数をイン
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ターネット経由でリアルタイムにモニタリングできる。また、同時にこれら有害昆虫を電
撃によって殺虫できるため、時間とともに駆除が進んで行く様子をモニタリングし、十分
な駆除が確認された段階で屋外作業等に出ることができる。十分な駆除ができない場合に
は本システムを増設したり、化学的な方法による駆除を併用するなど、有害昆虫の防除や
駆除を効果的に行う手段として利用可能である。
【００２４】
　公園などの屋外空間における蚊などの有害昆虫の一定時間内の殺虫数をＷｅｂ上で地図
及びグラフを用いて表示することで、どこのエリアに蚊などの有害昆虫がいるかをリアル
タイムに知ることができる。これにより、ピクニックやキャンプファイアーなどの設営場
所を適切に選択することができる。
【００２５】
　また、電撃殺虫器の電撃パルスから放射される近傍電磁場は、電磁場の発生源から離れ
ると急激に微弱となるので、近くに他の電撃殺虫器があっても影響を受けにくく、また、
計測する電撃殺虫器毎に特定の昆虫を誘引する昆虫誘引部を用いて特定害虫の発生のみを
計数カウントさせることもできる。
【００２６】
　また、筐体内に昆虫誘引部と電極と電磁場検出コイルを備えたカウンタモジュールとし
て、同一のフィールドサーバに異なる昆虫誘引部を有する複数のカウンタモジュールを接
続することにより、同一エリアの異なる種類の害虫の発生数の同時計数を行うことができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２７】
　図１は、本発明のフィールドサーバ１００を用いた電撃パルスの計測システムの構成を
示す模式図である。
【００２８】
　フィールドサーバ１００を用いた電撃パルスの計測システムは、無線ＬＡＮでネットワ
ークされたフィールドサーバ群を構成するフィールドサーバ１００と、インターネット４
０と、それらのフィールドサーバ１００を制御管理する管理者の管理コンピュータ６０と
、インターネット４０に接続された利用者のユーザ端末機５０とから構成される。
【００２９】
　本発明のひとつまたは複数のフィールドサーバ１００の近傍に、圃場において発生した
害虫を誘引して高圧が印加された電極間の放電により殺虫する電撃殺虫器２０を配設し、
その電撃殺虫器２０の上部或いはその周囲に放電により発生する電磁場変化を検出する電
磁場検出コイル１０を設け、そのリード線をフィールドサーバ１００内に設けた交流信号
変換回路部３０（図２参照）の入力端子３０ｂに接続する。
【００３０】
　一方、フィールドサーバ１００群と無線ルータ６４により接続された管理コンピュータ
６０は、少なくともＷｅｂサーバ６１と、処理サーバ６２と、データベースサーバ６３を
備える。
【００３１】
　処理サーバ６２には、少なくとも、計数パラメータ変更手段６２ａと、計測データ収集
手段６２ｂと、照会応答手段６２ｃを備える。
【００３２】
　また、インターネット４０には、農地管理者、研究者をはじめとする情報利用者のユー
ザ端末機５０が接続されている。
【００３３】
　次に図２を参照して、前記フィールドサーバ１００の構成と電磁場検出コイル１０の接
続形態を説明する。図２は電磁場検出コイル１０を接続したフィールドサーバの構成図で
ある。
【００３４】
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　図に示すフィールドサーバ１００は、少なくともインターフェイス部２と、中央制御部
３と、記憶部４と、Ｗｅｂサーバ部５と、無線ＬＡＮ送受信部６と、電磁場検出コイル１
０のリード線が接続され、電磁場検出コイル１０に発生した交流信号を増幅して計数パル
スを生成する交流信号変換回路部３０と、それら各ユニットに電源を供給する電源部７と
から構成されている。
【００３５】
　前記中央制御部３は、少なくとも計数パルス回数記憶手段３ａ、計数パルスデータ送信
手段３ｂ、計数パルスクリア手段３ｃ、計数パラメータ変更手段３ｄと、を備える。
【００３６】
　なお、この実施例では、交流信号変換回路部３０をフィールドサーバ１００の内部に収
容した構成を図示したが、交流信号変換回路部３０を別筐体に収容しフィールドサーバ１
００のインターフェイス部２に接続しても良い。
【００３７】
電撃殺虫器２０は、その電極間に高電圧が印加されており、その電極間に昆虫等が侵入す
ると放電が起こり、電撃パルスが発生する。　
【００３８】
　放電により発生する電磁場変化により、電磁場検出コイル１０に高周波電圧が励起され
リード線３０ａを介して交流信号変換回路部３０に入力される。
【００３９】
　交流信号変換回路部３０は、入力された高周波電圧を増幅し、デジタル信号に変換し、
所定時間内に入力されたパルスをひとまとめにして計数パルスに整形してフィールドサー
バ１００のインターフェイス部２に出力する。
【００４０】
　フィールドサーバ１００のインターフェイス部２から入力された計数パルスは、中央制
御部３に備えた計数パルス回数記憶手段３ａにより記憶部４の時間間隔毎の記憶部に回数
が累積加算される。
【００４１】
　なお、ここで、計測開始時刻から、累積する回数の時間間隔は、１時間単位、或いは２
時間単位など予め計数パルス回数記憶手段３ａのパラメータとして設定しておく。
【００４２】
　なお、計数パルスのカウントについては、管理コンピュータ６０から、無線ＬＡＮ送受
信部６を介してパラメータ変更コマンドを受信し、計数パラメータ変更手段３ｄにより計
数パルス回数記憶手段３ａのパラメータの累積時間間隔の設定の変更、又は交流信号変換
回路部３０のパラメータ設定の変更をすることができる。
【００４３】
　また、現在までに累積した計数パルスのクリアのコマンドを管理コンピュータ６０から
受信すれば、計数パルスクリア手段３ｃは、それに従って記憶部４の計数パルスの累積値
をゼロにすると共に、新たな累積開始時刻を前記記憶部に記録する。
【００４４】
　さらに、管理コンピュータ６０から計数パルス送信依頼のコマンドを受信したときは、
計数パルスデータ送信手段３ｂは、そのコマンドに従って、記憶部４に記憶された計数パ
ルスの累積値とその開始・終了時刻とを、管理コンピュータ６０へ送信する。
【００４５】
　管理コンピュータ６０は、Ｗｅｂサーバ６１と、処理サーバ６２と、データベースサー
バ６３、無線ルータ６４から構成され、処理サーバ６２には、少なくとも計数パラメータ
変更手段６２ａと、計測データ収集手段６２ｂ、照会応答手段６２ｃを備えている。
【００４６】
　計数パラメータ変更手段６２ａは、管理下にあるフィールドサーバ１００に、パラメー
タ変更コマンドを送信する手段である。この手段により、フィールドサーバ１００の計数
パルスの累積時間間隔やノイズ除去条件などを設定する。
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【００４７】
　計測データ収集手段６２ｂは、管理下にあるフィールドサーバに計数パルス送信依頼の
コマンドを送り、記憶された計数パルスの回数累積値を受信し、データベースサーバ６３
にフィールドサーバ別、電撃殺虫器別、時間間隔毎の計数パルス累積値の記録を行う。累
積値を読み出したフィールドサーバに対しては、計数パルスクリアのコマンドを送信して
フィールドサーバの記憶部４をクリアさせる。
【００４８】
　照会応答手段６２ｃは、ユーザ端末機５０からのインターネットを介した照会をＷｅｂ
サーバで受付け、データベースに記憶された各フィールドサーバ１００の時間ごとの害虫
計測数を応答する手段である。
【００４９】
　なお、フィールドサーバ１００のインターフェイス部２に接続可能な表示装置（ディス
プレイ）を用いて、現地でフィールドサーバ１００の記憶部４に記録された時間毎の計数
累積値を表示させる手段を予めフィールドサーバ１００の中央制御部３に備えておくこと
もできる。
【００５０】
　図３は、交流信号変換回路部の一実施例の回路図である。なお、この実施例は一般に用
いられている回路部品で構成される公知の回路であり、安価に構成することができる。
【００５１】
　この実施例では、電磁場検出コイル１０に誘起された電圧をオペアンプ３０ｃで増幅し
、その出力をパーコレータ３０ｄでデジタル信号に変換し、接続した抵抗とコンデンサの
値により設定した所定時間内に入力されたパルスをひとつにまとめるデジタルフィルター
３０ｅ（ＴＴＬ－ＩＣ）により所定時間内のスパークのノイズを除去して単純パルスに変
換された計数パルスを生成させている。
【００５２】
　なお、電磁場検出コイル１０には携帯電話の電波など周囲の様様な電磁波が誘起される
ため、電撃殺虫器２０の電撃パルスのみが検出されるように、電磁場検出コイルのサイズ
は直径１０～１５センチ程度にして、巻き数は検出出力が最適になるように調整する。
【００５３】
　以上は、通常市販されている安価な電撃殺虫器を用いる前提で説明してきたが、次に、
電撃殺虫部と、昆虫誘引部と、電磁場検出コイルとを防滴性を有する筐体に収容してカウ
ンタモジュールとした実施の形態を説明する。
【００５４】
　図４は、カウンタモジュールの実施例を示す断面模式図である。
【００５５】
　カウンタモジュール２１は、誘引したい昆虫が通過できる最小サイズの開口部２２ａを
備えた筐体２２の内部に、昆虫誘引部２３と、電撃殺虫する電極２４が配置され、その上
部に筐体２２内部に気流を吹き込むファン２５と、電撃によるスパークを検出する電磁場
検出コイル１０を備えたものである。
【００５６】
　昆虫誘引部２３は、特定の昆虫を誘引するフェロモン、または蚊などの特定昆虫を誘引
するガス、或いは従来から用いられている特定波長の光を発する光源などの中から任意の
ものを選択して設ける。本システムによって忌避効果のあるガスや特定波長の光を発する
光源等が見いだされた場合においては、これらを忌避機能として用いる。
【００５７】
　なお、カウンタモジュール２１をフィールドサーバ１００に取り付ける際に、フィール
ドサーバ１００に内蔵されたファンによる気流を取り込むように取り付けることで、前記
ファン２５に代えることも可能である。この場合、図４の上下を反転した構成で、フィー
ルドサーバ１００の上部に取り付け、フィールドサーバから排出される気流２５ａを取り
込む。気流２５ａは開口部２２ａから筐体２２の外部に放出される。
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【００５８】
　カウンタモジュール２１に取り込まれた気流２５ａにより、昆虫誘引部２３から、フェ
ロモンや誘引ガスの分子を積極的に外部に放散させて昆虫の誘引を促進させることができ
る。逆に忌避効果のあるガスを放散して有害昆虫が作物や人間、家畜等に近づかないよう
することができる。
【００５９】
　ファン２５の回転を一時的に速めることによって、電源殺虫部において電撃による焼き
付きで電極２４表面にこびり付いた昆虫、あるいは昆虫誘引部２３及びカウンタモジュー
ル２１内部の底面内部に蓄積した昆虫の死骸や埃を外に噴出す気流２５ａで排出させるこ
とができる。また、雨天時においては、筐体から噴出す気流２５ａにより外部からカウン
タモジュール２１内部に雨が侵入することを阻止し、電撃殺虫部の雨滴によるショートを
防止することができる。
【００６０】
　図５は、カウンタモジュールの取り付け形態を示す図である。この実施の形態ではフィ
ールドサーバ１００の中央ポール１０１にカウンタモジュール２１を３台取り付けた形態
である。
【００６１】
　図６は、複数のカウンタモジュールの集積形態を示す図で、（ａ）は上下に集積した場
合、（ｂ）は水平に集積した場合を示す図である。
【００６２】
　図６（ａ）は、カウンタモジュール２１を円筒のドーナツ状に形成し、中央ポール１０
１に貫通させた構造であり、（ｂ）はカウンタモジュール２１を円周を８等分した扇状に
形成しその集積体を中央ポール１０１に取り付けた構造である。
【００６３】
　それぞれのカウンタモジュール２１の昆虫誘引部２３に異なるフェロモン或いは誘引ガ
スを装着することにより、異なる昆虫を同時に捕捉してカウントさせることができる。
【００６４】
　このように複数のカウンタモジュール２１を同一場所に配置する場合、フィールドサー
バ１００はシリアル通信ポートを１つ以上設けて、インターフェイス部をＲＳ－２３２Ｃ
またはそれに類するシリアル通信方式とし、このシリアル通信ポートに前記カウンタモジ
ュール２１と、シリアル通信ポートを備えたＧＰＳ等の計測機器を並列接続また接続切り
替えスイッチによって接続し、フィールドサーバ１００からコマンドを送信してカウンタ
モジュール２１その他の接続機器を制御して応答させて、単一のフィールドサーバにより
電撃パルスのカウント数及び他の機器のデータを取得させることで効率よくデータの収集
を行うことができる。
【００６５】
　前記電撃殺虫器の内部にフィールドサーバ１００と通信する小型カメラ（図示せず）を
設置し、電撃殺虫された昆虫が落下して溜まる底部または電極表面の昆虫を撮影すること
で殺虫された昆虫の種や個体数をモニタリングする。
【００６６】
　このようなモニタリングによれば、複数の設置ポイントが遠隔地の場合であっても、現
地に赴かずにカウント数の検証や校正を行うことができ、観測コストを大幅に引き下げる
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００６７】
【図１】本発明のフィールドサーバを用いた電撃パルスの計測システムの構成を示す模式
図である。
【図２】電磁場検出コイルを接続したフィールドサーバの構成図である。
【図３】交流信号変換回路部の一実施例の回路図である。
【図４】カウンタモジュールの実施例を示す断面模式図である。
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【図６】複数のカウンタモジュールの集積形態を示す図で、（ａ）は上下に集積した場合
、（ｂ）は水平に集積した場合を示す図である。
【符号の説明】
【００６８】
　　　２　　インターフェイス部
　　　３　　中央制御部
　　　３ａ　計数パルス回数記憶手段
　　　３ｂ　計数パルスデータ送信手段
　　　３ｃ　計数パルスクリア手段
　　　３ｄ　計数パラメータ変更手段
　　　４　　記憶部
　　　５　　Ｗｅｂサーバ部
　　　６　　無線ＬＡＮ送受信部
　　１０　　電磁場検出コイル
　　２０　　電撃殺虫器
　　２１　　カウンタモジュール
　　２２　　筐体
　　２２ａ　開口部
　　２３　　昆虫誘引部
　　２４　　電極
　　２５　　ファン
　　２５ａ　気流
　　３０　　交流信号変換回路部
　　３０ａ　リード線
　　３０ｂ　入力端子
　　３０ｃ　オペアンプ
　　３０ｄ　パーコレータ
　　３０ｅ　デジタルフィルター
　　３０ｇ　インバータ
　　４０　　インターネット
　　５０　　ユーザ端末機
　　６０　　管理コンピュータ
　　６１　　Ｗｅｂサーバ
　　６２　　処理サーバ
　　６２ａ　計数パラメータ変更手段
　　６２ｂ　計測データ収集手段
　　６２ｃ　照会応答手段
　　６３　　データベースサーバ
　　６４　　無線ルータ
　　７０　　無線ＬＡＮネットワーク
　１００　　フィールドサーバ
　　１０１　　中央ポール



(11) JP 4862117 B2 2012.1.25

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】



(12) JP 4862117 B2 2012.1.25

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ０１Ｐ  19/00     (2006.01)           Ａ０１Ｐ  19/00    　　　　          　　　　　

    審査官  竹中　靖典

(56)参考文献  特開２００３－１６８１８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３３２９９５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－１４６５７０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－２８０２８７（ＪＰ，Ａ）　　　
              登録実用新案第３１１７６７０（ＪＰ，Ｕ）　　　
              特開２０００－００４７５６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－３３３５８１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０６１３９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－１３５５４１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０８－１５４５５６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００６－０５１０１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００１－０４５９４５（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ０１Ｍ　　　１／００　　　　
              Ａ０１Ｍ　　　１／０２　　　　
              Ａ０１Ｍ　　　１／２２　　　　
              Ａ０１Ｎ　　５９／０４　　　　
              Ａ０１Ｎ　　６３／００　　　　
              Ａ０１Ｐ　　１９／００　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

